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シリーズ

　北毛地域の基幹病院として地域の医療機関と連携
しその役割を果たします。

１．患者さんの気持ちに寄り添った医療を実践します。
２．十分な情報を提供し、共に考える医療を行います。
３．がん・呼吸器疾患・重症心身障害児（者）の専門病院として社会に
貢献します。

４．地域医療支援病院として、救急医療を含め地域の医療機関と連携し
地域医療に貢献します。

５．生命の尊さと人権を尊重し、安全な医療を提供します。
６．教育・研究事業に積極的に取り組み、質の高い医療を常に目指します。
７．良質な医療を継続的に確保するため、健全な経営と適正な運営に努
めます。
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基本理念

基本方針

「納涼会」を開催しました
「第36回渋川へそ祭り」 に参加しました！
消防訓練を実施しました
ふれあい看護体験を開催して
～ようこそ渋川医療センターへ～　ハローキティ病院訪問
夏より熱い夏祭り
「渋川地域新型インフルエンザ等医療提供合同訓練」を実施しました
県民の日イベント　健康測定・健康相談のご案内
第22回 市民公開セミナーのご案内

●患者さんにとって耳寄りな情報
　「ジェネリック医薬品ってどんな薬なの？」
　「秋の味覚食中毒にも注意を」
●外来診療担当医表
●セカンドオピニオン担当表

看護の理念 患者さんの立場に立ち、心あたたかく、信頼に応える看護を提供します。

看護の基本方針
　１．患者さんの気持ちを大切に、思いやりとまごころ込めた看護を提供します。
　２．患者さんと共に考える看護の実践により患者さんが自ら意思決定が行えるよう支援します。
　３．地域の人々と連携を図ることで患者さんの生活の質の維持向上に努めます。
　４．患者さんの尊厳と権利を尊重した質の高い看護を提供します。
　５．看護の専門性を追求し、根拠に基づいた安全で安心な看護を提供します。

１．最善の医療サービスを受ける権利
２．人格・人権を尊重される権利
３．知る権利
４．自己決定権
５．プライバシーを保護される権利

○がんに関するご相談は「がん相談支援センター」でお受けします。
　担当：ソーシャルワーカー
　電話：0279-23-1010（代表）
　　　　（受付時間は平日８：30～17：15です）
○メールによるご相談は、下記にて終日受け付けておりますが、回
　答は若干の日数を要する場合がございます。
　E-mail:207-ShibuKawaMC_mbx@mail.hosp.go.jp

がん相談支援センター患者さんの権利

セカンドオピニオン担当表（令和元年10月１日現在）

渋 川 へ そ 祭 り 集 合 写 真

科　別 予約時間 月 火 水 木 金
呼吸器内科
（肺腫瘍） 午後３時30分～

午前中

午後２時～

午後２時30分～

午後

午後３時～

午後

午後

午後３時30分～

午後

斎藤　龍生

川島　　修

松本　守生

蒔田　富士雄

―

小林　　剛

山中　正義

―

―

横江　隆夫
（午後～）

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

斎藤　龍生

―

―

横田　　徹

小林　光伸

松浦　正名

―

―

―

宮城島　孝昭

―

―

―

―

―

中村　勇司

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

小林　　剛

―

田村　芳美

―

※対象者：原則として患者さん本人、患者さんの同意を得た家族　　費用：30分毎に5,500円
※お問い合わせ先：TEL0279-23-0626　地域医療連携室（直通）

呼吸器外科

血液内科

乳腺・甲状腺外科

消化器外科

放射線科

緩和ケア科

皮膚科

泌尿器科

脳神経外科

　96号のウィズは、いかがだったでしょうか？
　「体にいいこと何かしていますか？」最近の話題は、ラグビーワールド2019日本大会やFIVBワールドカップ

バレーボール2019などの国際大会やプロ野球クライマックスシリーズなどスポーツに関する話題が多く感じます。
　私はたまの土日にスポーツジムのウォーキングマシンで汗を流す程度で、平日ももう少し動きたいなと思いますが、 「言うは易く行う
は難し」でしょうか。
　渋川へそ祭りにも参加しましたが、運動不足を痛感しました。来年は、しっかり踊れるように準備したいと思います。
　今年は、10月に入っても30度近い日があるなど体調管理が難しい時期ですが、ご自愛ください。
　最後までお読みいただきありがとうございました。今後も有益な情報をお届けしますのでウィズをよろしくお願いします。（萩原　隆）

令和元年10月（2019年）
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「納涼会」を開催しました
〜暑気払い・運だめし〜

　令和元年７月10日（水）19時より、渋川市内にあるプレヴェール渋川

において渋川医療センター納涼会を開催しました。

　例年この時期に行われる納涼会は渋川医療センター職員互助会による

主催で、職員相互の福利厚生や親睦を図

ることを目的に開催しています。このよ

うな親睦会は12月の忘年会を含め年２回

行っています。

　病院の職員は医師、薬剤師、看護師と

いった医療職のほかソーシャルワーカーや事務員といった様々な職種の人

達で構成されています。このような多職種の職員が広く交流できるように

納涼会の座席はくじ引きで決めています。

　会場では181人の参加者が21台の円卓を囲み、院長の

挨拶と副院長の乾杯の発声で会がスタートしました。初め

て話をする者同士の会話は始めはぎこちないものの、時

間が経つにつれてお酒も手伝ってか次第に会話も弾んで

きているようでした。

　後半になるといよいよ恒例のビンゴ大会が始まります。

司会の理学療法士長の名調子で、次々と数字が発表され

ていきました。各人が事

前に配られた自分のビン

ゴカードの数字を見ながら固唾をのんで目当ての数字を待ちました。運良

くビンゴが完成したら今度は景品選びですが、中に何が入っているか判ら

ないのでこちらも運次第です。手に入れた景品はその場で開封され喜ぶ人

もいれば悔しがる人もいたりと、とても

盛り上がりました。

　ビンゴ大会の余韻も冷めないうちに特

命副院長から締めの挨拶をいただき閉会

となりました。

　病院で一緒に仕事をしている人達の普

段とは違う一面を見ることによって、今

後仕事をする上でより親密に接すること

ができるので、このような機会に職員間で親交を深めることは大切だと感

じました。

斎藤院長あいさつ

蒔田副院長の乾杯

庶務係長　洞庭　　篤

棚橋特命副院長の〆のあいさつ

ビンゴ当選者

ビンゴ当選者の方々

談笑風景
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　今年で36回目の開催となり、渋川市の

夏の風物詩として定着し市民に親しまれ

ている、「渋川へそ祭り」に７月27日（土）

参加してきました。渋川医療センターが

開院してから欠かさず参加しており、渋

川医療センターとしての参加は４回目と

なり病院行事としてもすっかり定着して

きました。今年は斎藤院長先生をはじめ

とした総勢52人が「はら踊り」と「ゆか

た踊り」に分かれて参加をし、「へそ出せ！

よいよい！へそ出せ！よい！」の掛け声と

「へそ音頭」にあわせて町中を踊り歩きました。当日は台風

が接近し不安定な天気で大雨も予想されておりましたが、

威勢のよい「はら踊り」と息の揃った「ゆかた踊り」に雨

も遠慮したのか、踊りの最中は大雨に降られることもなく

無事に２時間踊りきれました。参加した各職員も普段の真

面目な印象とは打って変わり、なかなか見ることができな

い別の愉快な顔（お腹の顔含め）を見せながら楽しむこと

ができました。最後は皆へとへとになりながらも、沿道の

地域の皆様の応援もあり、何とか最後まで踊ることができました。活気と熱気にあふれた「渋川へそ祭り」を

存分に堪能させてもらいました。

　「渋川へそ祭り」に参加することは、職員の団結力を高め

るだけでなく、地域交流の場としてとても有意義と考えてお

ります。日頃よりお世話になっている渋川市役所、地域住民

の方々の協力のもと、今年も無事に「渋川へそ祭り」に参加

することができました事に感謝を申し上げます。今後も「渋

川へそ祭り」には、是非、参加させていただき地元の方と地

域を盛り上げ、地域に根ざした病院として日々努力していき

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

給与係長　吉田　　勝

「はら踊り」グループ

「へそ出せ！よいよい！」

「ゆかた踊り」グループ
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消防訓練を実施しました

訓練終了後、渋川消防署員の指導で、
行われた消火器操作実地訓練の様子

庶務班長　金子　　浩

　令和元年７月31日（水）に消防訓練を実施いた

しました。今回の出火場所は３階東病棟の食堂・

デイルームより、昼間に出火を想定いたしまし

た。重心病棟からの出火ということで、避難す

る模擬患者については、現場から“リアル”な

状況での訓練がしたいとの要望が有り、普段使

用している重心患者用のベッドで避難すること

を計画しましたが、普通の人を乗せた場合には

壊れてしまうので、人を模擬患者にすることを

やめて、各部屋にラボで使用の人体模型を用意して、ベッドに置いたり、車椅子に乗せる等して模擬患者と

して使用することとしました。また、人工呼吸器を使用中の患者を１人想定したいということで、MEより

人工呼吸器を借りて、ベッドに人体模型とセットで準備し、避難の際には、付添のドクターが１人付いて避

難場所（療育訓練室）まで運ぶという想定で行うことといたしました。３階東病棟大石看護師長のアクショ

ンカードを使った看護部の俊敏な行動により、素早い初期消火の対応と避難の指示により、予定より早く避

難させることができました。非常放送の内容の不備等がありましたが、なんとか無事に訓練を終了すること

ができました。ご協力していただいた職員の皆様に感謝申し上げます。立会に来て頂いた渋川消防署の人か

らもまずまずの出来であったとの報告がありました。今年度は、夜間を想定した消防訓練を２月に実施する

計画をしており、その節はまた皆様方のご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

患者避難訓練の様子

初期消火訓練の様子



　4

「ふれあい看護体験を開催して」

看護体験看護体験

　令和１年８月１日に高校生を対象とした「ふれあい看護体験」を開催しました。ふれあい看護体験は、実

際の「看護」に触れ、看護師の仕事の魅力を感じてもらうイベントです。

　渋川や前橋、高崎の10校から男子１人、女子36人、計37人の高校生の参加がありました。病棟での看護

体験のほか、人形を使用した救急蘇生体験やブラックライトを使って洗い残し分かる手洗い体験を行いまし

た。

　看護体験では白衣を着て、患者さんの手浴や足浴などの清潔ケア、血圧測定、患者さんとのコミュニケー

ションなどを体験してもらいました。初めはやや緊張の表情もありましたが、体験中はみんな笑顔に変わり、

「患者さんと関わることが出来てうれしかった。」などの言葉も聞くことができました。実際に患者さんと話

すことで、看護師の仕事について具体的に知ることができたようでした。

　救急蘇生体験では、胸骨圧迫の体験やAEDの使用方法について学んでもいました。学生にとってはあま

り体験することがないため、興味を持った様子で熱心に体験していました。

　看護師との懇談会では、「どんなときにやりがいを感じますか。」「仕事は大変ですか。」「看護師を目指し

た理由はなんですか。」「看護師としてうれしかったことはなんですか。」等の質問や、「看護師が意識のない

患者さんにも話しかけているのを見てびっくりした。」等の言葉も聞かれました。

　終了後のアンケートでは、「看護師になろうという気持ちがつよくなった。」「実際に看護師の仕事につい

て知ることが出来てよかった。」などのコメントもいただき、看護の仕事についてより興味を深めていただ

くことができ、私達看護師も本当にうれしく感じました。

救急蘇生体験中

５階東病棟　看護師　田島　直己



5　

ハローキティ病院訪問
療育指導室　主任保育士　登坂　美智子

　６月28日（金）、「ハローキティ病院訪問」という企画で、キティと一

緒に写真撮影会を実施しました。応募して２年越しの念願が叶った企画

とあって、私たちもワクワクドキドキ、とても楽しみにしていました。

　当日の撮影会では午前１回、午後３回の計４回に分け行いました。事

前にご家族の方にもご案内をさせていただき、３東病棟14家族、３西病

棟14家族にお越しいただいています。

　待ちに待ったキティが登場すると「可愛い〜」と歓声が上がり、参加

した人からは自然と笑みがこぼれました。そうした盛り上がりの中で、

キティとお揃いの赤いリボンのカチューシャをつけ、「はい、キティ」の

掛け声で一人ずつの写真撮影会が始まりました。嬉しくてキティに抱き

付く方、驚いた表情をしている方、恥ずかしくて背を向けてしまう方な

ど、反応はそれぞれ違いましたが、キティは一人ひとりに優しく接して

くれました。ご家族の方からも「孫が大好きなんです。逢えてとてもうれし

い」などと握手やハグを求める姿が多く見られました。療育訓練室に来られ

なかった利用者様に対しては直接部屋を訪問し、キティと一緒に写真を撮っ

ていただくことで、短い時間ですがキティとのにぎやかな時間を過ごしてい

ただけたように思います。

　今回、利用者様１名の方が体調不良のため写真を撮ることができませんで

したが、短期入所の利用者様３名を含め、89名の利用者様がキティと一緒に

写真を撮ることができました。利用者様やご家族、職員にとって楽しい時間

を過ごすことができ、思い出の１ページを飾ることができました。最後には

今回撮った写真を、丁寧にアレンジしたすてきな写

真立てに入れて一人ひとりにプレゼントしていただ

き、私たちスタッフも大感激です。

　ご協力いただいたフコク生命、サンリオの皆様、

本当にありがとうございました。

Ⓒ 1976, 2019 SANRIO CO., LTD.
　 APPROVAL NO. G602049
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夏より熱い夏祭り夏より熱い夏祭り

療育指導室　保育士　石田　竜太

　今年も暑い夏と共にまつりの季節がやってきました。今年のスローガンは「夏より熱い夏祭り」。夏の暑

さに負けない重症心身障害病棟の賑やかなお祭りが８月26日に開催されました。

　前半の最初は、毎年恒例で行っている病棟別の御神輿制作。３東病棟はSLをモチーフにした御神輿を作

りました。参加者全員で御神輿の周りに切符を貼り付け、今にも走り出しそうな御神輿が完成しました。３

西病棟の御神輿は、かき氷御神輿。氷とシロップのパーツを参加者全員で一緒に組み立て、思わず食べたく

なるような御神輿が完成しました。

　完成した御神輿は、ご家族・ボランティアさん・職員で担ぎ、ホールを一周。「わっしょい！わっしょい！」

のかけ声が響き会場は大盛り上がりでした。

　次に行ったのが炭坑節です。振り付けの指導は利用者様のご家族にお願いしました。熱心な指導に炭坑節

を知らない人もすぐに踊れるようになりました。利用者様を囲むようにして踊った炭坑節に利用者様も身体

を動かし、楽しんでいる様子が伺えました。

　後半は出店巡りです。夏祭りの雰囲気を出すために７種類の出店を用意し、自由に巡ってもらいました。

「ヨーヨー釣り」や「お面」、「射的」で遊ぶ方や「かき氷」と「綿あめ」を食べる方、沢山の笑顔や家族団

欒の時間を楽しむ利用者様の姿を見ることが出来ました。

　最後に、大型行事には欠かせないボランティアさんは、総勢21人の方に参加していただき、会を盛り上

げていただきました。

　参加者全員で協力し作り上げた夏祭り、来年もこの日を迎えるのが楽しみです。
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「渋川地域新型インフルエンザ等医療提供合同訓練」
を実施しました

　令和１年９月13日（金）に渋川保健福祉事務所

主催、渋川広域消防本部、渋川医療センター共催に

よる「令和元年度渋川地域新型インフルエンザ等医

療提供合同訓練」を開催しました。

　渋川医療センターは、第二種感染症指定医療機関

として感染症法に基づき新型インフルエンザや麻し

んなどの感染症に対応するため、４床の感染症病床

を有しています。第二種感染症指定医療機関の役割として、感染症が発生した際に関係機関と連携しスムー

ズな対応ができるように、病院内での体制を整備し訓練することはもちろんのこと、関係する機関とともに

定期的に連携し訓練をすることが必要となります。

　今回は、救急車を使用し新型インフルエンザを疑う患者さんを、渋川医療センターへ搬送する訓練を行い

ました。

　渋川保健福祉事務所から要請を受けた救急隊が、防護具を着用し患者さんを渋川医療センター感染症病棟

へ搬送し、渋川医療センター医師や看護師によって診察や検査、放射線技師による胸部レントゲン写真撮影

など一連の対応訓練を行いました。また、渋川保健福祉事務所担当者は患者さんから症状や接触した人の有

無など聞き取り調査と看護師と検体を受け渡す訓練を行い、最

後に感染を拡大しないように注意しながら防護具を脱ぐデモン

ストレーションを行いました。

　参加された方からは「定期的な訓練が必要だと感じた。」「実

際に動いてみると、わかりやすかった。」「実際は感染症とわか

らないまま患者さんが受診する場合もある。日頃からの情報共

有が重要だと感じた。」などの意見がありました。

　今回の訓練を実際の場面に活かせるよう、更なる体制整備を

行い安全な感染対策のシステムを作るとともに、今後も関係機

関と連携を図れるようにしていきたいと考えています。

副看護師長／感染管理認定看護師　倉澤　　幸
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第22回 市民公開セミナーのご案内第22回 市民公開セミナーのご案内

国立病院機構 渋川医療センター主催　  

健康測定・健康相談のご案内

●開催日時：令和元年10月28日（月）
            　　10：00～14：00
●場　　所：上州・村の駅（入口両わき）
●参 加 費：無　料　※事前の予約は不要です。
●健康測定：血管年齢・脳年齢・活力年齢・肺年齢　測定
●健康相談：看護相談・栄養相談・お薬相談・リハビリ相談

県 民 の 日 イ ベ ン ト

がん診療連携拠点病院機能強化事業として、二次医療圏における
市民公開セミナーを開催することにより、がん医療について、市
民に広く啓発を図ります。

○がん相談、健康測定及び健康相談会
○講演会 「病理診断は病理診断医が行っているんです！」… 病理診断科医長　鈴木　司
　　　　 「臨床検査技師が行っている検査って何？」……  副臨床検査技師長　仲間　盛之
○オペラ公演　「めいたオペラ」
　　　　　　　　   落葉樹、マイウェイ、くちなし、ニューシネマパラダイス、待ちぼうけ、ユーレイズミーアップ 他

令和元年11月23日（土）13：00～17：00

無　料

渋川医療センターエントランスホール及び大会議室
日　　　時

場　　　所
プログラム

参　加　費

先着200名までとさせていただきます。開始時間までに直接会場へお越しください。そ　の　他

❶

❷
❸

❹
❺

市民および道路を利用する方々の、健康の維持増進について
広く啓発を図るため、渋川医療センターの職員が院外に出向
き健康測定・健康相談を行います。

※状況によりご希望に添えない場合があります。また悪天候の場合は中止となります。



9　

－患者さんにとって耳よりな情報－－患者さんにとって耳よりな情報－

ジェネリック医薬品ってどんな薬なの？

　「ジェネリック医薬品」とは、「後発医薬品」とも言われ、先行して使用された「先発医薬品」の特許期間が終了した後

に販売される医薬品のことです。ですので「先発医薬品」と同じ有効成分、同じ効果を持ちながら安い価格で使用する

ことができます。そもそも「ジェネリック」とは、「一般的な」という意味であり、「ジェネリック医薬品」が販売される

ような医薬品は、すでに広く使用されており、有効性や安全性が確立された医薬品であることを意味しています。世界

に先駆けて超高齢社会を迎える日本では、国民が健康な生活と長寿を享受できる健康長寿社会の実現が急務となってい

ますが、医療費が膨らみ続けている昨今、「ジェネリック医薬品」は医療費削減の効果が期待されており、国や厚生労働

省としても使用を推進しています。

　そもそも、「ジェネリック医薬品」がどうして安いかと言いますと、新薬に比べて、開発にかかる経費や販売促進費が

低く抑えられるためです。新薬の開発にはどんなに早くても10〜 15年ほどの歳月と数百億円以上の開発費用がかかり

ます。「ジェネリック医薬品」は、すでに広く使用されており、有効性や安全性が確立された医薬品であることから、「先

発医薬品」の特許期間が終了後、新薬開発に比べて短期間でかつ少ない経費でお使いいただけるようになります。また、

新薬は医療関係者にそのお薬の使用方法や安全性情報の伝達に莫大な費用を必要としますが、「ジェネリック医薬品」で

はそうした情報提供や広告に係る費用も最小限に押さえることができます。

　患者の皆様には、「安いけど効くの？」とか「安心して使えるの？」というご質問をいただくことがありますが、「ジェ

ネリック医薬品」であっても、国が定める厳しい規制や基準をクリアして初めて製造販売ができることになっています。

有効性や安全性については確立されておりますので安心してお使いください。なお、渋川医療センターや近隣の保険薬

局でも「ジェネリック医薬品」の使用を推進しておりますので、医師、薬剤師にお気軽にご相談ください。

薬剤部　副薬剤部長　海老原卓志
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－患者さんにとって耳よりな情報－－患者さんにとって耳よりな情報－

秋の味覚　食中毒にも注意を

　健康づくりには、「規則正しい食事」や「バランスの良い食事」が大切であることを紹介してきました。『食欲の秋』を

迎え、今号では、秋の味覚について注意点をお伝えします♪

　食欲の秋を迎え、野山の恵みに舌鼓を打つ機会も増えます。一方で、美味しい秋の味覚によく似ていますが、毒のあ

るキノコや山菜など、一歩間違えると危険な食べ物が存在することも事実です。

　キノコ狩りや山菜採りなどをする人は、食べられる種類と毒のある種類について知っておくことに加えて、次のような

ことに注意しましょう。

①安全に食べられると確実に判断できないものは、絶対に、採らない、食べない、売らない、人にあげない。

②口に入れて強い苦味や舌のしびれなどを感じたら、すぐに吐き出す。気づかずに食べて、後で体調が悪くなったときは、

すぐに近くの医療機関で診察を受けてください。

③観賞植物の中にも食べると有毒なものがあります。有毒種を家庭菜園や庭などに植えて誤食を招くことがあります。

家庭菜園などでは、食用と園芸の種類が混じらないようにし、何を植えたのか分かるようにしておきましょう。

　秋の味覚を楽しみ、毎日の生活をアクティブに♪　そして、健康づくりを♪♪

栄養管理室長　須永　将広



渋川医療センター外来診療担当医表

総合診療科

眼 科

診 療 科

呼吸器内科

循環器内科

麻 酔 科

小 児 科
（重心のみ・予約制）

緩和ケア科
（予約制）

精神腫瘍科
（予約制）

放射線治療科
（予約制）

血 液 内 科

消化器内科

内分泌・代謝内科
内 科

月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金

午 前

時間帯

午 後
（予約）

午 後
（予約）

（予約）

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 後

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

高山 真祐子（群大）
タカヤマ　マユコ

向井　 亮（群大）
ムカイ　リョウ

高山 真祐子（群大）
タカヤマ　マユコ

群大
ローテーション

中村 勇司／松浦 正名
ナカムラ ユウジ／マツウラ マサナ 中村　勇司

ナカムラ　ユウジ

松浦正名／桑子慧子
マツウラマサナ／クワコケイコ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

松浦正名／桑子慧子
マツウラマサナ／クワコケイコ松浦正名／桑子慧子

マツウラマサナ／クワコケイコ

中村勇司／桑子慧子
ナカムラユウジ／クワコケイコ

内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

関本　研一
セキモト　ケンイチ

（ペインクリニック外来） 内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

木村　有宏
キムラ　ユウコウ

小屋　紘子
コヤ　ヒロコ

小屋　紘子
コヤ　ヒロコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

脳神経内科 午 後 柳澤　孝之
ヤナギサワ　タカユキ

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

三原　正大
ミハラ　マサヒロ

金山  雄樹（群大）
カナヤマ　ユウキ

植原  大介（群大）
ウエハラ　ダイスケ

斉藤　明生
サイトウ　アキオ

松本　守生
マツモト　モリオ

松本　守生
マツモト　モリオ

金谷　秀平
カナヤ　シュウヘイ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

金谷　秀平
カナヤ　シュウヘイ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

斉藤　明生
サイトウ　アキオ

磯田　 　淳
イソダ　アツシ

中島　良実
ナガジマ　ヨシミ

長島　多聞
ナガシマ　タモン

山崎  勇一（群大）
ヤマザキ　ユウイチ

廣川　朋之
ヒロカワ　トモユキ

古谷　健介
フルヤ　ケンスケ

安達  拓也（群大）
アダチ　タクヤ

澤村　守夫
サワムラ　モリオ

三原　正大
ミハラ　マサヒロ

大崎 洋平（群大）
オオサキ　ヨウヘイ

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

吉井　明弘
ヨシイ　アキヒロ

大澤　　翔
オオサワ　ショウ

土屋　友規子
ツチヤ　ユキコ

落合　麻衣
オチアイ　マイ

落合　麻衣
オチアイ　マイ

櫻井  麗子（群大）
サクライ　レイコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

（内分泌・代謝内科）

砂長  則明（群大）
スナガ　ノリアキ

笠井  裕子（群大）
カサイ　ユウコ

（第２週）
小川  孔幸 
オガワ　ヨシユキ

（内分泌・代謝内科）
吉野　  聡（群大）
ヨシノ　サトシ

（内分泌・代謝内科）
大崎　  綾（群大）
オオサキ　アヤ

（第１．３．５週）

栗原　淳（心血セ）
クリバラ　ジュン

三樹 祐子（心血セ）
ミキ　ユウコ

（第１週　13：30～）

（第１．３．５週13：30～）

柿崎　暁（群大）
カキザキ　サトル

（偶数月担当）

（奇数月担当）

（内　科）
川島　智恵子
カワシマ　チエコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

神宮　飛鳥
ジングウ　アスカ

清水  信三（重心）
シミズ　ノブゾウ

渡邉　　覚
ワタナベ　サトル

大崎　　隆
オオサキ　タカシ

落合　麻衣
オチアイ　マイ

伊藤　優志
イトウ　マサシ

落合　麻衣
オチアイ　マイ

原田　　航
ハラダ　コウ

桑子　智人
クワコ　トモヒト

★坂田 公正（北関）
サカタ　キミマサ

（第３週　13：30～）
★中島 邦喜（北関）
ナカシマ　クニキ

（第２．４週）
岩崎  俊弥（北関）
イワサキ　トシヤ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

外来受付時間　８時30分 ～ 11 時 00分　　注）担当医変更の場合もございますので、予めご了承ください。
※眼科の月曜日診察は紹介状をお持ちの方とご予約されている方のみ受診できます。
※整形外科は初再診にかかわらず、原則完全予約制です。
※原則、午後は予約診察のみとなりますが、★印の診察については受付時間は15:00 までとなります。
※（予約）と記載がある場合は、予約患者さんのみの診察となります。
※再診予約の方については16:00 まで再来受付機での受付が可能です。

◎予約変更について　受付時間：平日13～17時　TEL.0279－26－3010（予約専用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL.0279－23－1010（代表）　　　　　 　
       

（令和元年10月１日現在）

（第２．４週）

外科（消化器）

脳神経外科

整 形 外 科
（予約制）

ニューロ
モジュレーション外来

泌 尿 器 科

耳鼻咽喉科
（9:00 －14:00)

皮 膚 科

甲 状 腺 科

乳 腺 科

眼 科

外科（呼吸器）

月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金診 療 科 時間帯

（予約）

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

午 前

午 後

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前
10:00まで

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

午後（予約）

午後（予約）

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

根井　　翼
ネノイ　ツバサ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

吉成　大介
ヨシナリ　ダイスケ

小林　光伸
コバヤシ　ミツノブ

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

髙橋　研吾
タカハシ　ケンゴ

★助川　晋作
〈肛門科・消化器外科〉
（第１．３．５週　13:30～）

（第２，４，５週）
【リウマチ専門外来】

スケガワ　シンサク

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

高山 真祐子（群大）
タカヤマ　マユコ

向井　 亮（群大）
ムカイ　リョウ

向井　 亮（群大）
ムカイ　リョウ

高山 真祐子（群大）
タカヤマ　マユコ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

佐藤　亜矢子
サトウ　アヤコ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

佐藤　亜矢子
サトウ　アヤコ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

佐藤　亜矢子

群大
ローテーション

サトウ　アヤコ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

根井　　翼
ネノイ　ツバサ

根井　　翼
ネノイ　ツバサ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

岡本　彩子
オカモト　アヤコ

岡本　彩子
オカモト　アヤコ

根井　　翼
ネノイ　ツバサ

根井　　翼
ネノイ　ツバサ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

髙橋　章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

髙橋　章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

伊部 洋子（群大）
イベ　ヨウコ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

★ニューロモジュレーション外来
14：00～

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

喜多川　孝欽
キタガワ　タカノリ

喜多川　孝欽
キタガワ　タカノリ

米本　由木夫
ヨネモト　ユキオ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

永島　宗晃
ナガシマ　トシテル

川島　　修
カワシマ　オサム

川島　　修
カワシマ　オサム

永島宗晃／髙瀬貴章
ナガシマトシテル／タカセヨシアキ

（第１．３．５週）

乳腺・甲状腺科 午 前

（偶数月担当）

（奇数月担当）

飯塚  陽一（群大）
イイヅカ　ヨウイチ

飯塚　陽一
（群大）

イイヅカ　ヨウイチ

柳川  天志（群大）
ヤナガワ　タカシ

岡邨  興一（群大）
オカムラ　コウイチ

（第２，４週）
小坂 啓寿（群大）
コサカ　ケイジ

（第１．３．５週）
岡部　和彦
オカベ　カズヒコ

（第２．４週）
根井　　翼
ネノイ　ツバサ

（第２．４週）
面髙  拓矢（群大）
オモダカ　タクヤ
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渋川医療センター外来診療担当医表

総合診療科

眼 科

診 療 科

呼吸器内科

循環器内科

麻 酔 科

小 児 科
（重心のみ・予約制）

緩和ケア科
（予約制）

精神腫瘍科
（予約制）

放射線治療科
（予約制）

血 液 内 科

消化器内科

内分泌・代謝内科
内 科

月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金

午 前

時間帯

午 後
（予約）

午 後
（予約）

（予約）

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 後

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

高山 真祐子（群大）
タカヤマ　マユコ

向井　 亮（群大）
ムカイ　リョウ

高山 真祐子（群大）
タカヤマ　マユコ

群大
ローテーション

中村 勇司／松浦 正名
ナカムラ ユウジ／マツウラ マサナ 中村　勇司

ナカムラ　ユウジ

松浦正名／桑子慧子
マツウラマサナ／クワコケイコ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

松浦正名／桑子慧子
マツウラマサナ／クワコケイコ松浦正名／桑子慧子

マツウラマサナ／クワコケイコ

中村勇司／桑子慧子
ナカムラユウジ／クワコケイコ

内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

関本　研一
セキモト　ケンイチ

（ペインクリニック外来） 内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

木村　有宏
キムラ　ユウコウ

小屋　紘子
コヤ　ヒロコ

小屋　紘子
コヤ　ヒロコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

脳神経内科 午 後 柳澤　孝之
ヤナギサワ　タカユキ

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

三原　正大
ミハラ　マサヒロ

金山  雄樹（群大）
カナヤマ　ユウキ

植原  大介（群大）
ウエハラ　ダイスケ

斉藤　明生
サイトウ　アキオ

松本　守生
マツモト　モリオ

松本　守生
マツモト　モリオ

金谷　秀平
カナヤ　シュウヘイ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

金谷　秀平
カナヤ　シュウヘイ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

斉藤　明生
サイトウ　アキオ

磯田　 　淳
イソダ　アツシ

中島　良実
ナガジマ　ヨシミ

長島　多聞
ナガシマ　タモン

山崎  勇一（群大）
ヤマザキ　ユウイチ

廣川　朋之
ヒロカワ　トモユキ

古谷　健介
フルヤ　ケンスケ

安達  拓也（群大）
アダチ　タクヤ

澤村　守夫
サワムラ　モリオ

三原　正大
ミハラ　マサヒロ

大崎 洋平（群大）
オオサキ　ヨウヘイ

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

吉井　明弘
ヨシイ　アキヒロ

大澤　　翔
オオサワ　ショウ

土屋　友規子
ツチヤ　ユキコ

落合　麻衣
オチアイ　マイ

落合　麻衣
オチアイ　マイ

櫻井  麗子（群大）
サクライ　レイコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

（内分泌・代謝内科）

砂長  則明（群大）
スナガ　ノリアキ

笠井  裕子（群大）
カサイ　ユウコ

（第２週）
小川  孔幸 
オガワ　ヨシユキ

（内分泌・代謝内科）
吉野　  聡（群大）
ヨシノ　サトシ

（内分泌・代謝内科）
大崎　  綾（群大）
オオサキ　アヤ

（第１．３．５週）

栗原　淳（心血セ）
クリバラ　ジュン

三樹 祐子（心血セ）
ミキ　ユウコ

（第１週　13：30～）

（第１．３．５週13：30～）

柿崎　暁（群大）
カキザキ　サトル

（偶数月担当）

（奇数月担当）

（内　科）
川島　智恵子
カワシマ　チエコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

神宮　飛鳥
ジングウ　アスカ

清水  信三（重心）
シミズ　ノブゾウ

渡邉　　覚
ワタナベ　サトル

大崎　　隆
オオサキ　タカシ

落合　麻衣
オチアイ　マイ

伊藤　優志
イトウ　マサシ

落合　麻衣
オチアイ　マイ

原田　　航
ハラダ　コウ

桑子　智人
クワコ　トモヒト

★坂田 公正（北関）
サカタ　キミマサ

（第３週　13：30～）
★中島 邦喜（北関）
ナカシマ　クニキ

（第２．４週）
岩崎  俊弥（北関）
イワサキ　トシヤ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

外来受付時間　８時30分 ～ 11 時 00分　　注）担当医変更の場合もございますので、予めご了承ください。
※眼科の月曜日診察は紹介状をお持ちの方とご予約されている方のみ受診できます。
※整形外科は初再診にかかわらず、原則完全予約制です。
※原則、午後は予約診察のみとなりますが、★印の診察については受付時間は15:00 までとなります。
※（予約）と記載がある場合は、予約患者さんのみの診察となります。
※再診予約の方については16:00 まで再来受付機での受付が可能です。

◎予約変更について　受付時間：平日13～17時　TEL.0279－26－3010（予約専用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL.0279－23－1010（代表）　　　　　 　
       

（令和元年10月１日現在）

（第２．４週）

外科（消化器）

脳神経外科

整 形 外 科
（予約制）

ニューロ
モジュレーション外来

泌 尿 器 科

耳鼻咽喉科
（9:00 －14:00)

皮 膚 科

甲 状 腺 科

乳 腺 科

眼 科

外科（呼吸器）

月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金診 療 科 時間帯

（予約）

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

午 前

午 後

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前
10:00まで

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

午後（予約）

午後（予約）

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

根井　　翼
ネノイ　ツバサ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

吉成　大介
ヨシナリ　ダイスケ

小林　光伸
コバヤシ　ミツノブ

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

髙橋　研吾
タカハシ　ケンゴ

★助川　晋作
〈肛門科・消化器外科〉
（第１．３．５週　13:30～）

（第２，４，５週）
【リウマチ専門外来】

スケガワ　シンサク

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

高山 真祐子（群大）
タカヤマ　マユコ

向井　 亮（群大）
ムカイ　リョウ

向井　 亮（群大）
ムカイ　リョウ

高山 真祐子（群大）
タカヤマ　マユコ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

佐藤　亜矢子
サトウ　アヤコ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

佐藤　亜矢子
サトウ　アヤコ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

佐藤　亜矢子

群大
ローテーション

サトウ　アヤコ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

根井　　翼
ネノイ　ツバサ

根井　　翼
ネノイ　ツバサ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

岡本　彩子
オカモト　アヤコ

岡本　彩子
オカモト　アヤコ

根井　　翼
ネノイ　ツバサ

根井　　翼
ネノイ　ツバサ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

髙橋　章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

髙橋　章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

伊部 洋子（群大）
イベ　ヨウコ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

★ニューロモジュレーション外来
14：00～

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

喜多川　孝欽
キタガワ　タカノリ

喜多川　孝欽
キタガワ　タカノリ

米本　由木夫
ヨネモト　ユキオ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

永島　宗晃
ナガシマ　トシテル

川島　　修
カワシマ　オサム

川島　　修
カワシマ　オサム

永島宗晃／髙瀬貴章
ナガシマトシテル／タカセヨシアキ

（第１．３．５週）

乳腺・甲状腺科 午 前

（偶数月担当）

（奇数月担当）

飯塚  陽一（群大）
イイヅカ　ヨウイチ

飯塚　陽一
（群大）

イイヅカ　ヨウイチ

柳川  天志（群大）
ヤナガワ　タカシ

岡邨  興一（群大）
オカムラ　コウイチ

（第２，４週）
小坂 啓寿（群大）
コサカ　ケイジ

（第１．３．５週）
岡部　和彦
オカベ　カズヒコ

（第２．４週）
根井　　翼
ネノイ　ツバサ

（第２．４週）
面髙  拓矢（群大）
オモダカ　タクヤ
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シリーズ

　北毛地域の基幹病院として地域の医療機関と連携
しその役割を果たします。

１．患者さんの気持ちに寄り添った医療を実践します。
２．十分な情報を提供し、共に考える医療を行います。
３．がん・呼吸器疾患・重症心身障害児（者）の専門病院として社会に
貢献します。

４．地域医療支援病院として、救急医療を含め地域の医療機関と連携し
地域医療に貢献します。

５．生命の尊さと人権を尊重し、安全な医療を提供します。
６．教育・研究事業に積極的に取り組み、質の高い医療を常に目指します。
７．良質な医療を継続的に確保するため、健全な経営と適正な運営に努
めます。

No.96

編 集 後 記

独立行政法人　国立病院機構　渋川医療センター
〒377-0280　群馬県渋川市白井383番地　TEL 0279-23-1010（代）　FAX 0279-23-1011
https://shibukawa.hosp.go.jp

基本理念

基本方針

「納涼会」を開催しました
「第36回渋川へそ祭り」 に参加しました！
消防訓練を実施しました
ふれあい看護体験を開催して
～ようこそ渋川医療センターへ～　ハローキティ病院訪問
夏より熱い夏祭り
「渋川地域新型インフルエンザ等医療提供合同訓練」を実施しました
県民の日イベント　健康測定・健康相談のご案内
第22回 市民公開セミナーのご案内

●患者さんにとって耳寄りな情報
　「ジェネリック医薬品ってどんな薬なの？」
　「秋の味覚食中毒にも注意を」
●外来診療担当医表
●セカンドオピニオン担当表

看護の理念 患者さんの立場に立ち、心あたたかく、信頼に応える看護を提供します。

看護の基本方針
　１．患者さんの気持ちを大切に、思いやりとまごころ込めた看護を提供します。
　２．患者さんと共に考える看護の実践により患者さんが自ら意思決定が行えるよう支援します。
　３．地域の人々と連携を図ることで患者さんの生活の質の維持向上に努めます。
　４．患者さんの尊厳と権利を尊重した質の高い看護を提供します。
　５．看護の専門性を追求し、根拠に基づいた安全で安心な看護を提供します。

１．最善の医療サービスを受ける権利
２．人格・人権を尊重される権利
３．知る権利
４．自己決定権
５．プライバシーを保護される権利

○がんに関するご相談は「がん相談支援センター」でお受けします。
　担当：ソーシャルワーカー
　電話：0279-23-1010（代表）
　　　　（受付時間は平日８：30～17：15です）
○メールによるご相談は、下記にて終日受け付けておりますが、回
　答は若干の日数を要する場合がございます。
　E-mail:207-ShibuKawaMC_mbx@mail.hosp.go.jp

がん相談支援センター患者さんの権利

セカンドオピニオン担当表（令和元年10月１日現在）

渋 川 へ そ 祭 り 集 合 写 真

科　別 予約時間 月 火 水 木 金
呼吸器内科
（肺腫瘍） 午後３時30分～

午前中

午後２時～

午後２時30分～

午後

午後３時～

午後

午後

午後３時30分～

午後

斎藤　龍生

川島　　修

松本　守生

蒔田　富士雄

―

小林　　剛

山中　正義

―

―

横江　隆夫
（午後～）

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

斎藤　龍生

―

―

横田　　徹

小林　光伸

松浦　正名

―

―

―

宮城島　孝昭

―

―

―

―

―

中村　勇司

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

小林　　剛

―

田村　芳美

―

※対象者：原則として患者さん本人、患者さんの同意を得た家族　　費用：30分毎に5,500円
※お問い合わせ先：TEL0279-23-0626　地域医療連携室（直通）

呼吸器外科

血液内科

乳腺・甲状腺外科

消化器外科

放射線科

緩和ケア科

皮膚科

泌尿器科

脳神経外科

　96号のウィズは、いかがだったでしょうか？
　「体にいいこと何かしていますか？」最近の話題は、ラグビーワールド2019日本大会やFIVBワールドカップ

バレーボール2019などの国際大会やプロ野球クライマックスシリーズなどスポーツに関する話題が多く感じます。
　私はたまの土日にスポーツジムのウォーキングマシンで汗を流す程度で、平日ももう少し動きたいなと思いますが、 「言うは易く行う
は難し」でしょうか。
　渋川へそ祭りにも参加しましたが、運動不足を痛感しました。来年は、しっかり踊れるように準備したいと思います。
　今年は、10月に入っても30度近い日があるなど体調管理が難しい時期ですが、ご自愛ください。
　最後までお読みいただきありがとうございました。今後も有益な情報をお届けしますのでウィズをよろしくお願いします。（萩原　隆）

令和元年10月（2019年）
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